
ご
あ
い
さ
つ

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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大津市議会 

行
政
視
察
報
告

　
行
政
視
察
報
告
７
月
23
日
・
24
日
に
２
つ
の
項
目
に
つ
い
て
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■
敦
賀
駅
西
地
区
土
地
活
用
事
業

　
「
ち
え
な
み
き
」に
つ
い
て

�

（
福
井
県
敦
賀
市
）

　
「
ち
え
な
み
き
」
は
北
陸
新
幹
線
開
業
に
先
立

ち
整
備
さ
れ
た
「
T
S
U
R
U
G
A 

P
O
L
T 

S
Q
U
A
R
E 

o
t
t
a
」
内
の
施
設
で
、
公
設

民
営
型
で
は
全
国
初
の
「
書
店
」
で
す
。
購
入
や
閲

覧
の
ほ
か
カ
フ
ェ
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
保
育
機
能

を
備
え
、
多
世
代
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

丸
善
雄
松
堂
と
編
集
工
学
研
究
所
が
運
営
し
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
書
籍
配
置
や
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。

地
域
と
の
連
携
も
深
く
、
市
の
投
資
を
抑
え
つ
つ
民

間
活
力
を
活
か
し
た
好
事
例
で
、
開
業
以
来
延
べ

1
9
0
万
人
が
来
場
し
、
市
民
と
来
訪
者
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
賑
わ
い
創
出
や
集
客

を
図
る
た

め
に
、
多

様
な
支
援

や
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
、

官
民
そ
れ

ぞ
れ
の
良

さ
を
活
か

し
て
い
く

こ
と
の
重

要
性
を
改

め
て
感
じ

ま
し
た
。

■
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
寿
司
と
い
え
ば
富
山
」に
つ
い
て

�

（
富
山
県
）

　

本
市
は
「
文
学
の
ま
ち
大
津
」
の
実
現
に
向
け
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
、
2
0
2
5
年
４
月
に
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
に
参
加
し
、
将
来
的
に

は
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
「
寿
司
と
い
え
ば
富
山
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
富
山
県

を
視
察
し
、
そ
の
10
年
計
画
を
詳
細
に
調
査
し
ま
し

た
。
富
山
県
は
「
幸
せ
人
口
1
0
0
0
万
」
創
出
の

た
め
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
本
部
を
設
置
し
、
観

光
・
広
報
政
策
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
表
現
、ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
統
一
し
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
活
用

し
て
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
力
を
強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
職
人
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
寿
司
職
人
養
成
、
働
き
方
改
革
、

若
手
支
援
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
は
、
民
間
企

業
の
視
点
や
ノ
ウ

ハ
ウ
が
活
用
さ
れ

て
お
り
、
本
市
の

取
り
組
み
に
大
い

に
参
考
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

深
秋
の
候　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
26
日
に
開
会
し
ま
し
た
８
月
通

常
会
議
に
お
い
て
は
26
件
の
議
案
を
審
査
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
可
決
し
た
補
正
予
算
に
は
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
費
の
補
正
と
し

て
、
障
害
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
に
向
け
て
魅

力
発
信
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
と
、
高

齢
者
施
設
等
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
に
係

る
整
備
費
補
助
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
市
営

住
宅
唐
崎
駅
前
団
地
テ
ナ
ン
ト
で
の
小
規
模
保

育
施
設
の
設
置
補
助
に
要
す
る
経
費
が
措
置
さ

れ
て
お
り
、市
民
の
皆
様
に
安
心
・
安
全
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
が
一

層
強
化
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
28
日
か
ら
「
わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
国

ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
が
開
会
さ
れ
、
本
市
で
は
国

ス
ポ
で
正
式
競
技
・
特
別
競
技
あ
わ
せ
て
12
競

技
、
障
ス
ポ
で
正
式
競
技
２
競
技
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
競
技
会
場
に
お
い
て
は
、
15
学
区

の
自
治
連
合
会
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
、
６
つ

の
学
区
体
育
団
体
等
に
よ
り
、
特
産
品
の
ふ
る

ま
い
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
選
手
・
関

係
者
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

通
じ
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
事
を
よ
ろ
こ
ば
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
道
1
6
1
号
湖
西
道
路
の
真
野
か
ら
坂
本

北
に
お
け
る
４
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
去
る
９

月
27
日
に
、
４
車
線
で
の
本
格
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
度
の
整
備
に
よ
っ

て
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
緩
和

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
湖
誠
会
の
議
員
は
、「
夢

が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」
の
実
現

に
向
け
、
皆
様
の
お
声
を
真
摯
に

傾
聴
し
、
大
津
市
政
の
発
展
の
た

め
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
す
。
今
後
と
も
所
属
議
員

に
対
し
ま
し
て
、
さ
ら
な
る
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

右
よ
り川

口　

正
徳
議
員

葉
月　

陽　

議
員

竹
内　

照
夫
議
員

竹
内　

基
二
議
員

草
野　

聖
地
議
員

福
永　

英
晶
議
員

寺
田　

英
幸
議
員

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

　

令
和
７
年
10
月
21
日
㈫
、
令
和
８

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
58
項
目

に
及
ぶ
湖
誠
会
と
し
て
の
「
政
策
要

望
書
」
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
が
、
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、「
夢

が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」
を
目
指
し
、

今
後
も
執
行
部
と
共
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
８
年
度

『
政
策
要
望
書
』を
市
長
に
提
出
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８月通常会議一般質問� 質問、答弁は一部抜粋です。詳しくは大津市議会ホームページをご覧ください。

葉月　陽 議員

大津市の公設民営型施設について

大津市にある公設民営型施設について、中でも指定管理の導入の現
状と課題、及び、公共施設運営における今後の民間活力の導入につ

いて、施設の魅力をより一層引き出すことができる指定管理者の選定にお
いての工夫について見解を伺う。

大津市では平成17年度から都市公園や観光施設など多くの公共施
設を対象に指定管理者制度を導入しており、令和７年４月１日時点

で352の施設が対象となっている。課題としては、公募に対する応募が１
者のみの施設が複数あることから、競争性の確保や持続的かつ安定的な運
営体制づくり、利用者の声をしっかりと把握した適正な管理運営やサービ
スの質の改善・向上に確実につなげていくことであると認識している。今
後は公募に関する情報発信の手法や対象施設に関する情報提供、応募期間
の確保など、より多くの事業者に応募していただけるよう引き続き工夫し
て、施設の魅力を引き出すことにつなげていく。

竹内　照夫 議員

膳所駅周辺整備推進事業の進捗状況について

今年３月に策定された大津市総合計画第３期実行計画に、特に注力
する取組として「周辺土地所有者と連携した膳所駅南側駅前広場の検

討」があげられているが、市街地再開発準備組合との意見交換の内容や、
地元等との協議状況などの進捗について伺う。また、市街地再開発事業と
の調整も求められる中で、どのように進めていくのか。

準備組合とは、国道１号との高低差が大きい地形への対応など、開
発に係る懸案事項や都市施設のあり方などについて、幅広く意見交

換を行っている。準備組合は、今年度内に基本計画の策定を目指しており、
その方向性が示されたら、地元とも情報を共有していく。また、今年度に
本市が策定する駅前広場基本計画では、市街地再開発事業と一体となった
賑わいのある広場整備を目指し、安心して駅及び周辺施設を利用できる交
通環境など公共としての機能と、賑わいや交流を創出できる空間といった
民間が担う機能を整理し、双方が連携し、膳所駅南側にふさわしい駅前広
場となるよう検討していく。

川口　正徳 議員

薬物乱用防止対策について

近年、若者を中心に、大麻、覚せい剤、危険ドラッグ等の違法薬物
の乱用が拡大している現状を踏まえ、青少年を中心とした広報・啓発

を通じた市民全体の規範意識の向上による薬物乱用未然防止策や、薬物乱
用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支援による再乱用防止策の取
り組みについて伺う。

小学校５・６年生の体育科保健領域「病気の予防」、中学校の保健
体育科「健康な生活と疾病の予防」のそれぞれの単元において、薬

物乱用の危険性や有害性について正しく理解ができるよう発達段階に応じ
た学習をしている。また、市ホームページや広報おおつにおいて、薬物乱
用防止を呼び掛けるとともに、大麻や覚せい剤などの違法薬物は、たとえ
１回の使用でも乱用になり、同時に犯罪になることなどについて、周知・
啓発を行っている。薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支
援による再乱用防止策については、大津保護観察所との同行訪問等を実施
しており、保護観察期間終了後も関係機関とのカンファレンスの開催や訪
問により、継続的な支援を行っている。� ※他に２項目の質問あり。

福永　英晶 議員

「文学のまち大津」のブランディング推進の現状と課題、
今後の展望について

本市では、歴史や文学といった地域ならではの魅力を活かしながら、「文
学のまち大津」の実現に向け、ブランディングの強化を進めているが、

市民や市内民間事業者とも連携し、さらに取り組みを強化していくことに期
待する。本市の官民連携に対する考え方や今後検討されている取り組みは。

官民連携についてでありますが、「文学のまち大津」の推進には、
行政のみならず、市民や事業者、関係団体などとの連携が不可欠で

あると考えている。
　まずは11月に文学にかかるイベント「湖都の葉マルシェ」を開催し、こ
れを官民連携のきっかけとしながら、（仮称）「文学のまち大津推進協議会」
の設立を進めていく。

令和6年度大津市決算の概要令和6年度大津市決算の概要 8月通常議会において、一般会計を含む12会計の令和6年度決算につ
いて審査し、全ての決算議案について認定しました。

◦歳入総額、歳出総額ともに前年度を上回り、決算規模は拡大しました。
◦実質収支、単年度収支はいずれも前年度に比べて増加しました。総 括

◦市税は、対前年度比で0.7億円の減収となりました。 （▲０.1%）
◦国庫支出金は、対前年度比で1.6億円の増となりました。 （+0.5%）
◦地方交付税は、対前年度比で29.8億円の増となりました。 （+20.9%）

歳 入

歳 出
◦扶助費等の義務的経費は、対前年度比で79.8億円の増となりました。 （+10.3%）
◦一般行政経費は、対前年度比で22.5億円の減となりました。 （▲4.8%）
◦投資的経費は、対前年度比で27.4億円の増となりました。 （+24.6%）

一般会計「歳入」決算額の内訳

一般会計「歳出」決算額の内訳

総務費
209.3億円
（14.5%）

歳出総額
1,439.3億円

令和６年度

民生費
673.6億円
（46.8%）

衛生費
112.8 億円
（7.8%）

労働費
0.8億円
（0.1%）

農林水産業費
7.4億円
（0.5%）

商工費
10.0 億円
（0.7%）

土木費
104.2 億円
（7.2%）

教育費
166.4 億円
（11.6%）

消防費
44.8 億円
（3.1%）

災害復旧費
0.7億円
（0.1%） 公債費

103.0 億円
（7.2%）

議会費
6.3億円
（0.4%）

歳入総額
1,469.1億円

令和６年度

その他依存財源
33.4億円
（2.3%）

市税
528.2億円
（36.0%）

使用料及び手数料
33.1億円
（2.2%）

繰入金
21.9億円
（1.5%）繰越金

31.7億円
（2.1%）

その他自主財源
35.1億円
（2.4%）

国・県支出金
443.8億円
（30.2%）

地方消費税交付金
82.9億円
（5.7%）

地方特例交付金
19.7億円
（1.3%）

地方交付税
172.6億円
（11.8%）

市債
66.7億円
（4.5%）

自主財源
（44.2%）

依存財源
（55.8%）

実 質 収 支：形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額
単年度収支：当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額
実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字を加え、実質的な赤字を差し引いた額

令和5年度 令和6年度 R06/R05
歳 入 138,637,822 146,909,564 106.0%
歳 出 135,468,168 143,932,904 106.2%
差引（形式収支） 3,169,654 2,976,660   93.9%
実 質 収 支 2,576,456 2,791,920 108.4%
単 年 度 収 支 ▲1,116,101 215,464 -
実 質 単 年 度 収 支 ▲333,434 ▲500,632 -

一般会計決算額 （単位：千円）


